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　２月５日 ( 土 ) に多良木高校をスタート・ゴールとした平成２２年
度男子５６回・女子１７回熊本県高等学校城南地区新人駅伝競走大会
( 山田 史郎地区理事 ) が行われました。
　昨年度優勝校である男子の部多良木高校の川野 亮さんと女子の部   
人吉高校の今村 晴香さんより元気よく選手宣誓がされ、女子 ( ５区
間 )・男子 ( ７区間 ) の順番でスタートしていきました。
結果は下記の通りです。

( 女子 )
優勝　　天草高校
準優勝　人吉高校
３位　　松橋高校
２０位　多良木高校

( 男子 )
優勝　　八代工業高校
準優勝　宇土高校
３位　　水俣高校
５位　　多良木高校

　多良木高校の男子は惜しくも５位という結果でした。悔しさの余り
泣いている選手もいました。この悔しさをバネに来年は優勝を目指し
て頑張って欲しいです。

た  す  き  を  繋  げ  ！

城 南 地 区 新 人 駅 伝 大 会 開 催

　多良木レッドホークスは平成１７年創部で、日頃から野球
が出来る感謝の気持ちを忘れずに練習に励んでいます。監督・
コーチを中心に、野球を通じて色んな事を子ども達と話し合
いながら、立派な大人になれる様、日々努力をしています。
野球が大好きな、元気の良い子の入部をお待ちしております。
　入部希望の方は、随時体験入部も受け付けておりますので、
ご遠慮なくお申し出下さい。
　連絡先　保護者会長　益田　０９０−４７７９−７５８０
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　2 月 16 日 に、
多良木町生涯学習

「文化財案内人講
座 」 の 受 講 生 19
名 ( 講師：住吉献
太郎さん ) が湯前
町・水上村で行わ
れました。
　この講座は年に
8 回開催されてお
り、多良木町を中
心にまわりました

が、今回が最後で「猫寺→プラネタリウム→安牧神社→里宮神社→普
門寺観音堂→潮神社→八勝寺→城泉寺」というコースでした。
　最初の猫寺では、住職さんから寺の事や名前の由来などの説明があ
り、受講生は興味津々にメモなどをとりながら聞き入っていました。
講師の住吉献太郎さんは「いろんな人に文化財に関心を持って欲しい。
関心を持つ事が文化財を守る事、大切にする心に繋がる。この講座を
通して、10 人以上の文化財を案内できる人ができてうれしい。続けて
きて本当に良かった」と話をされました。
　講座以外にも、「たらぎ文化財カルタ」なども平成 15 年に作られて
いて、地域の人々に文化財についての知識や関心を広める為に頑張っ

ておられます。た
くさんの人に、文
化財を知ってもら
い、奥球磨の歴史
と文化のすばらし
さを肌で感じて欲
しいです。

（ご住職の説明を
聞く受講生の皆さ
ん）

多良木町
生涯学習「文化財案内人講座」
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多良木警察署だより

光 と 影 の シ ル エ ッ ト！
影 絵 っ て 楽 し い な！

　小学部の子どもた
ちは、毎年この時期
に、交流校の友達や
保護者の方に発表す
ることを楽しみに影
絵に取り組んでいま
す。５ｍ × ３ｍの大
きなスクリーンに映
し出される人形や動
物たち、光と影、色
とりどりの背景が重
なり合って、不思議
で楽しい雰囲気をか
もし出しています。
今年は、「かくれん
ぼ」「おむすびころ
りん」というお話で

す。子どもたちの好きな歌や踊り、台詞などを取り入れながら、人形
や背景を操作していきます。自分なりに動きを工夫したり、友達の分
まで台詞を覚えたりしながら本番に向けて頑張っています。今年は、
新しい取組としてパソコンを使っての背景にも挑戦していますので、
それも楽しみのひとつです。２月１９日（土）本校体育館で発表会を
行いました。交流校の岡原小吹奏楽部の皆さんの賛助出演もあり、発
表会に花を添えてくださいました。
                                    　　　 （原稿・写真提供：球磨養護学校）

球磨養護学校

岡 原 小 ４、 ５ 年 生 が ダ ブ ル 優 勝

　梅の花もほころびかけた、2月6日(日)多良木町多目的研修センター
に於いて、第 29 回青少年健全育成チャリティーショー ( 主催 : 多良木
町地域婦人会連絡協議会 ) が行われました。
　青少年健全育成事業に資するため、チャリティーショーを実施し、
今年も益金、図書カード (10 万円分 ) を多良木町教育委員会に贈る事
が出来ました。

　町民の方々、おおぜいの観客
の皆様、出演して頂いた皆様と、
地域婦人会連絡協議会会員の、
大きくて、温かい志が今冬の厳
しい寒さを、吹き飛ばし、会場
は終日熱気あふれた演技に包ま
れた、素晴らしい一日となりま
した。時に、青年団の若々しく、
頼もしさに満ち溢れた演技や、
昼食時のカレー販売活動等は、
多良木町の明るい未来を思わせ
るものでした。
　多数の方々の日頃の努力と、
ご協力に感動と、感謝の時を過
ごすことが出来ました。本当に
ありがとうございました。
　
  

後援 : 多良木町教育委員会　協賛 = 花柳輔多恵社中・藤乃淳弓喜社中
 （原稿提供：多良木町地域婦人会連絡協議会　会長・篠原多美子さん）

（実力を十分発揮して優勝した５年生チーム）

平成２３年 1 月２５日（火）午前１１時４５分〜水上村湯山

　横断歩道を通行中の８２歳の女性が、７８歳の男性が運転する
　軽自動車にはねられたものです。
　ドライバーの皆さんへ
○　道路は自動車の専用道路ではありません！
　　常に歩行者や自転車の動きに注意しましょう！
○　予測運転を！
　　「横断歩道は、必ず人が通過する。」
　　「道路を横切る人がいる。」
　　「高齢者は歩く速度が遅い。」など

○　高齢の運転者は自分の身体機能の低下を
　　自覚しましょう！
　
　歩行者・自転車の皆さんへ
○　善良なドライバーばかりではありません！〜飲酒、速度超過、
　　過労など
○　目立つ服装を！！〜夕暮れ、夜間は反射材の着用を！
　　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿提供：多良木警察署）　　
　　　　　

死 亡 事 故 発 生

中 球 磨 小 体 連 サ ッ
カー大会が、１月２９
日に免田総合グラン
ドと錦西小学校で行
われ、岡原小学校の
４年生（６チーム参
加）と５年生（１０
チーム参加）がダブ
ル優勝を達成しまし
た。優勝の喜びを４
年生キャプテンの星
原尚人君は「チーム
全員でしっかり守っ
て、無失点で優勝出
来たのが、嬉しかっ
た」また５年生キャ
プテンの立本裕輝君
は「みんながまとまっ
て、持ってる力を出
しきって優勝できた
のが一番嬉しかった。
そのおかげで、自分
も力を発揮できて嬉
しかった」と喜んで
いました。

( 無失点で優勝を果たした４年生チーム）

新スタッフ紹介
　この度、熊日多良木販売センター
に入社致しました、湯山高志と申し
ます。地元で、地域のメディアであ
る熊本日日新聞のお仕事に携わらせ
て頂くことに、やりがいを感じてい
ます。地域の情報を受発信する販売
センターの仕事を通して、お客様で
ある地域の方々のために精一杯貢献
できるように頑張ります。ご迷惑を
お掛けすることもあるかと思います
が、宜しくお願い致します。

湯山 高志（多良木町）

寒さ吹き飛ばし熱気に包まれた会場


